
 

 
- 4 -

 

 

 
- 1 -

 

令和 6 年 新年号 発 行 : ハローワーク巻管内雇用協議会 

No.232 編 集 : ハローワーク巻 

 

採用を有利にするオープンファクトリー
 

巻公共職業安定所管内雇用協議会会長 

藤次郎株式会社 

代表取締役社長 藤田 進 

 

新春のお慶びを申し上げます。 

昨年は格別のご厚誼にあずかり、厚く御礼申し上げます。 

本年も引き続き皆様にご満足いただける活動を心掛けて行きたいと存じますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

昨年は新型コロナの 5類移行に伴い企業からの求人数も大幅に増え高等学校、大学、中途採用などす

べての求人が増えた年でありました。しかし肝心の求職数は大幅な人口減少、少子化のため特に高校新

卒者の就職希望者が年々少なくなり各社とも採用に苦慮されたことと思います。当社でも工場で働いて

頂ける若い人財獲得の為、苦慮してきましたが「工場の祭典」への参加をきっかけに 6年前より工場を

一般の方に開放し見学できる常設オープンファクトリーとしました。最初は製品の手造りの大変さをわ

かってもらうために開放したのですが見学者の中には興味を持ってくれる人もいて求人に繋がるように

なりました。 

私が考えるオープンファクトリーのメリットは 

１．見られる意識が常にあり工場がきれいになる（常に掃除を心掛ける） 

２．高校新卒求人など未成年者は特に親と見学に来たりでき保護者も職場が理解できる 

３．自分の技術を見てもらうことでモチベーションアップに繋がる 

４．挨拶をするようになる。職場に活気が出る 

５．自社製品をお持ちであれば製品販売にもつなげることができる 

６．産業観光にも繋がり地域貢献ができる（燕市では条件を満たせば補助金制度が有り） 

守秘義務がある製品、部品、工程などがある工場も沢山あるとは思いますが一部の工程でもお見せで

きる所があれば期間限定でも構いませんので是非チャレンジしてみては如何でしょうか。 

当然ですがその他にも給与の見直し、休日の増加、福利厚生の充実なども併せてやっていかなくては

なりません 

是非新しいチャレンジの年とされては如何でしょうか。 

本年も宜しくお願い申し上げます。 
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令和 6年３月卒新規高等学校卒業の職業紹介状況 

令和 5年１１月末日現在 

ハローワーク巻管内企業状況 

  本年 前年 増減数 

 求人件数 211 227 ▲16 

 求人数 536 574 ▲38 

 充足数 138 149 ▲11 

 うち管内 64 62 2 

※産業別 

  本年 前年 

求人数 充足数 求人数 充足数 

 建設 67 11 65 5 

 製造 338 86 377 111 

 卸・小売 41 26 46 19 

 運輸 6 1 12 3 

 宿泊・飲食 3 1 8 1 

 福祉・医療 31 3 22 3 

 その他 50 10 44 7 

ハローワーク巻管内 高校生の状況 

  本年 前年 増減数 

卒業予定者 669 692 ▲23 

進学希望 570 587 ▲17 

その他 8 16 ▲8 

就職希望 91 89 2 

就職希望率 13.6% 12.9% 0.7% 

就職内定者数 89 82 7 

管内 64 62 2 

管外 25 20 5 

未内定者数 2 7 ▲5 

 内定率 97.8% 92.1% 5.7% 

 

今年のハローワーク巻管内の企業からの求人の

申し込みは、１１月末の時点で５３６人（２１１

件）と、昨年に比べ▲３８人（▲１６件）となりま

した。産業別でみると、管内最大の産業である製

造業での求人数の減少が▲３９人と多くなってい

ます。昨年は新型ウイルス感染症蔓延により落ち

込んでいた求人の戻りが大きく、その反動が今年

に出てきていると推測できます。それに対して、

今年の管内高校の就職希望の生徒は９１人と、昨

年の８９人と比べ増加していますが、生徒数とし

ては年々減少しており、今年は卒業予定の生徒は

昨年に比べ▲２３人（６６９人）となっており、少

子化が進んでいることがわかります（この状況は

新潟県内全体でも見られました）。 

企業にとってみると、今年も高校生を採用する

ことが非常に難しい状況だったかと思います。 

こうした状況下であっても、高校生からの応募数

を伸ばした企業の特徴として、社内の労働環境の

整備が出来ていることが挙げられます。具体的に

は休日数が多い（平均すると１１６日で前年１１

３日に比べ＋３日）、残業時間が少ない（平均１０

時間で、こちらは前年と同数）といった企業に、高

校生からの応募が多くありました。 

また、高校生の選考は、今年も９月１６日より

開始され、１１月末現在で管内高校の内定率は９

４．６％と、就職を希望するほぼ全ての生徒が内

定をもらっている状態となっています。ちなみに

９月末の一次応募の段階では、８０．２％と８割

を超える生徒に内定が出ています。 

次年度以降もこれらの傾向は、続くことが予想

できます。毎年必ず高校生の採用を計画されてい

る企業のみなさまは、ぜひこの機会にもう一度、

社内の労働環境を見直しても良いかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

     

詳細はホームページをご覧ください 
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「障害者のはたらく職場見学会」 

「障害者雇用推進セミナー」を開催しました 

管内の障害者雇用は着実な進展がみ

られている中、今後の法定雇用率の段

階的引上げに向け、より一層の雇用が

求められているところです。 

この度、障害者がその能力を発揮し

大きな戦力となっている先進企業を見

学することにより、具体的な取組みを

共有し、今後に役立てていただくこと

を目的として、株式会社 新越ワーク

ス様において「障害者のはたらく職場

見学会」を開催しました。 

続いて、障害者の就労に向けた訓練

を行う「就労移行支援事業所」との交

流の機会として「障害者雇用推進セミ

ナー」を開催し、雇用に向けた課題や

解決策などについて意見交換を行いま

した。 


